
2021年 10 月 3日（40週目) 主日礼拝             「1.3.8契約の祝福」（使徒 1:1-8） 
神様が現場に働いて下さっている。使徒の働きには、重要な契約がある。すべての約束は、使徒 1：1、3、8 にまとめることが出来る。この約束をどれだけ信じているのかというこ

とが重要なことである。私達が、答えられる方法としては、神様の約束を信じることである。使徒 1：1，3，8をかたく掴む時に、答えられるようになる。 

1.キリスト(絶対信仰) 2.神の国 3.聖霊 

▲使徒 1：1はキリストについての約束である。 

1)イエスがキリストである(使徒 1:1)。 

 (1)「前の書で」とはルカの福音書のことである。 

 －ルカの福音書はイエス様が行われ内容が記されている。 

(2)キリストは、私達を救うためにこられた。 

・人々が、サタンの奴隷として歩み、偶像崇拝をして、精神的な問題、 

肉体的な問題、家庭の問題、地獄の問題、子孫の問題に歩むようにする。 

(3)キリストが女の子孫としてこられサタンの頭を踏み砕く(創 3：15)。 

 (4)私達のすべての罪を赦して下さった。 

(5)私達を死から命に移して下さった(ヨハ 5：24)。 

(6)十字架が間違いない事実である証拠として復活された。 

2) 神様が人となり十字架で全ての苦しみを解決した(ルカ 24:44-45)。 

3) キリストが十字架にかかり全てを解決された事を信じる(ヨハネ 19:30)。 

―約束を信じることで問題は終わるようになる。 

―キリストは、過去、現在、未来のすべての問題を解決した。 

4)キリストの中に全てのものがある(コロ 2:2:-3)。 

(1)キリストだけで十分、完全、全てである。  

(2)キリストの中に知恵と知識の宝が全て隠されている。 

(3)キリストの中に癒しが含まれている。 

5)「主は私の羊飼い。私は、乏しいことがありません」(詩編 23:1)。 

(1)ダビデがこの詩編を書いた時には、何も持っていない時であった。 

(2)何もなくても、主が共にいるので乏しくないと言った。 

(3)神様が望むことは、私達がキリストを本当に信じているのかという事。 

6)キリストが自分の中に生きていることを信じて祈る(ガラテヤ 2:20)。 

7)神様が私達の中に生きているので何も怖がることはない(詩 27:1)。 

 (1)キリスト信じるときに、恐れる必要がない。 

(2)キリストが問題を完了されたのに信じられないことがいけないこと。 

(3)主が私達を責めるのはどうして信仰がないのかということ。 

 －キリストが全ての問題を解決された事実を信じるように。 

▲キリストを信じる人に、神の国が臨まれる(使徒 1：3)。 

1)神様は、日本に神の国を造る事を望んでいる(使１：3)。 

2)あらゆる国の人を弟子とする(マタ 28:18-20)。 

(2)神様は、キリストの弟子を造ることを望んでいる。 

(3）私達は、職場や学校に弟子を立てるために行っている。 

3)全世界に福音を伝えるように(マルコ 16:15-20)。 

(1)伝道とは癒しをしてあげること。 

―相手のために手を置いて祈る時に癒しがなされる。 

(2)絶対的な信仰で癒されるようになる。 

(3)アジア宣教をする使命(9％の人しか信じていない)。 

4)レムナント運動をする(ヨハネ 21:15-18)。 

(1)幼い子どもに契約が植えられると一生祝福される。 

(2)社会的企業、文化的企業、宣教的企業。 

(3)神の国の働きをしていく。 

5)ローマ 16 章 

(1)ローマ書 16章のような人物となる。 

―教会にオールインをしていった人であった。 

(2)教会を中心に働きをしていく。 

 

▲神の国の働きをする人に、聖霊様

の力が臨まれる(使徒 1：8)。 

1)聖霊充満－証人となる(使 1:8)。 

 (1)聖霊の力で信仰が生まれる。 

2)キリストの働きを聖霊の力で 

なされた(使徒 1:2)。 

3)聖霊の約束を下さる(使 1:4-5)。 

(1)力と信仰が与えられるまで 

祈りをするように。 

(2)求める時に聖霊の満たしが 

与えられる。 

4)祈り続ける時に聖霊充満を 

受ける(使徒 1:13-14)。 

5)聖霊の満たし(使徒 2:1) 

(1)聖霊に満たされる時に伝道 

が成り立つ(使徒 2:4)。 

 (2)聖霊充満を妨げることは 

捨てるようにする。 

 

▲結論 

 ・3つの祭り(過ぎ越しの祭り、 

  五旬節、収穫感謝) 

⇒使 1：1、3、8の意味。 

・ただキリスト、ただ神の国 

 たた聖霊充満を刻印する。 

・3つの契約を刻印する時に、 

日本と世界を生かすようになる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



現場地教会（2021 年 10 月 3 日～2021 年 10月 9日） 
【賛美】 「イエスわが王よ」 

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ  

私は神のもの ゆえに神にささげん  御心のままにおさめよ 主イエスよ 

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ 

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ 

 

【使徒信条】 

 我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン 

 

【メッセージ】            「1.3.8 契約の祝福」（使徒 1:1-8） 

  

【讃美】                   179 よき知らせを 

                      

【祈り】  

①教会の祈りの課題 

1,全聖徒が御座の祝福を味わう霊的見張り人となり、福音と祈りでミッションを掴み、日本と 237

に働く暗闇と霊的戦いができますように。 

2.全聖徒が霊的医者となり、霊的な病で死んでいく日本と 237を、御言葉と祈りで癒すことができ

ますように。 

3.全聖徒がキリストの霊的サミット大使となり、日本と 237 のサミットを原色福音で生かして育て、

キリストの福音を伝えることによって、日本をキリスト教国家にできますように。 

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。 

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。 

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。 

 

【フォーラム・祈り】 

 

【主の祈り】 

 天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄 

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン 

 

 

 

 

福音宣教教会 

祈り題 

 

 

1. 福音宣教教会(ローマ 16:20、25－27) 

2. 主任牧師(使徒 6:4、アモ 3:7、創世記 18:17) 

3. レムナント(イザヤ 6:13) 

4. 癒し(使徒 19:8－20) 

5. 日本神学校、東日本神学校(Ⅱ列 6:8－23) 

6. 200 都市(創世記 41:36－38) 

7. 1000 大学(使徒 19:9－10) 

8. 日本総会教会(使徒 6:4、コロ 4:2－3) 

9. 日本 8000 教会(使徒 17:1－3) 

10. 本部、柳牧師(138、14、24、、25、00、237) 

11. 日本をキリスト教国家とする(使徒 18:9－10) 

12. 237 宣教、太平洋・インド洋宣教(マタ 24:14、使徒 1:8) 

 
 
 
 
 
契約の祈り 
(主日礼拝) 

 

 

 

お知らせ 

 

 

1.東北地域教会設立感謝礼拝 11/3(水･祝) 

 会場:盛岡教会 

2.日本青年修練会 11/3(水･祝)10:00-18:30 

 

福音宣教教会 

主管牧師：御国イザヤ 

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003 

主日(日曜)1部礼拝 7:00 ／ 2部礼拝 10:00 ／ 3部礼拝 12:00 

  


